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児
童
文
学
で
は
珍
し
い
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
の
結
末
。
社
会

の
目
を
気
に
し
な
い
生
き
方

に
共
感
を
覚
え
た
。
ま
た
、

研
究
を
通
し
て
宗
教
問
題
や

格
差
社
会
な
ど
ア
メ
リ
カ
が

抱
え
る
社
会
問
題
も
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
た
。

　「
歴
史
文
化
遺
産
と
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
一
考
察
」

を
テ
ー
マ
に
発
表
し
た
の
は

菅
原
清
弘
さ
ん
（
岩
手
県
一

関
学
院
高
）。「
生
ま
れ
育
っ

た
宮
城
県
栗
原
市
に
は
旧
有

壁
宿
本
陣
な
ど
の
歴
史
的
な

建
築
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

ど
う
保
存
し
、
地
域
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
た
」。文
献
調
査

や
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
、

有
壁
宿
の
認
知
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
収
集
し
た
デ

ー
タ
を
分
析
し
た
。「
住
民
が

関
心
を
持
ち
、
地
域
資
源
を

継
承
す
る
こ
と
が
地
域
の
発

展
に
必
要
だ
」と
結
ん
だ
。

　
発
表
後
に
は
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
４
年
次
生
た
ち
は

教
員
や
後
輩
た
ち
か
ら
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
た
。

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

の
卒
業
論
文
・
研
究
発
表
会

が
２
月
１
日
、
４
号
館
で
開

か
れ
た
。
４
年
次
生
28
人
が

「
こ
と
ば
と
芸
術
文
化
」
と

「
生
活
と
地
域
文
化
」
の
二

つ
の
領
域
に
分
か
れ
、
４
年

間
の
学
び
の
成
果
を
発
表
し

た
。

　
金
子
由
芽
さ
ん
（
宮
城
県

石
巻
好
文
館
高
）
の
テ
ー
マ

は
「『
ボ
ー
イ
・
ミ
ー
ツ
・

ボ
ー
イ
』
と
い
う
作
品
か
ら

知
る
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と

の
向
き
合
い
方
」。作
品
を
通

し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
実
情

や
偏
見
な
ど
を
探
り
「
こ
う

い
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
た

が
泊
ま
り
込
み
で
指
導
し
た

ほ
か
、
大
津
幸
一
元
教
授
が

英
語
の
講
義
を

担
当
し
た
。
ま

た
、
教
員
採
用

試
験
を
見
据
え

た
過
去
問
題
対

策
や
面
接
練
習

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
展
開
さ
れ

た
。

　
佐
藤
あ
り
さ

さ
ん
（
３
年
次

・
宮
城
県
小
牛

田
農
林
高
）
は
「
初
め
て
面

接
練
習
に
取
り
組
む
な
ど
し

て
、『
自
分
に
で
き
な
い
こ

と
』
が
明
確
に
な
っ
た
研
修

だ
っ
た
。
同
時
に
、
日
ご
ろ

の
学
習
で
身
に
つ
い
て
い
る

部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
普
段
あ
ま
り
接
す
る

こ
と
の
な
い
後
輩
た
ち
と
も

交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

り
、「
小
学
生
の
時
に
憧
れ

た
担
任
の
先
生
に
少
し
で
も

近
づ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
千
葉
彩
有
花
さ
ん
（
１
年

次
・
宮
城
県
常
盤
木
学
園

高
）
は
「
大
津
先
生
の
講
義

　
小
学
校
教
員
を
目
指
す
学

生
を
対
象
と
し
た
人
間
学
部

人
間
教
育
学
科
の
宿
泊
研
修

が
２
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
、
志
津
川
自
然
の
家
（
宮

城
県
南
三
陸
町
）
で
行
わ
れ

た
。
１
年
次
生
３
人
、
２
年

次
生
８
人
、
３
年
次
生
４
人

の
計
15
人
が
参
加
。
小
学
校

の
教
員
と
し
て
必
要
な
各
教

科
に
対
す
る
知
識
や
指
導
方

法
、
学
習
指
導
要
領
な
ど
に

つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
、
学

生
た
ち
は
理
解
を
深
め
た
。

　
こ
う
し
た
研
修
は
同
学
科

１
期
生
の
支
援
を
目
的
に
２

０
１
５
年
か
ら
始
ま
り
、
宿

泊
形
式
は
３
回
目
。
今
回
は

有
見
正
敏
特
任
教
授
ら
教
員
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知識や指導法の理解深める

人
間
教
育
学
科

15
人
が
参
加

を
聞
き
、
苦
手
意
識
を
持
っ

て
い
た
英
語
に
対
す
る
考
え

方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
上

級
生
に
混
じ
っ
て
の
参
加

で
、
講
義
内
容
に
は
難
し
い

部
分
も
あ
っ
た
が
、
先
輩
た

ち
と
の
集
団
討
議
で
は
、
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
成
長
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
。
母
も
小

学
校
の
教
員
だ
っ
た
の
で
採

用
試
験
の
合
格
は
も
ち
ろ

ん
、
母
の
よ
う
な
理
想
の
教

員
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　
生
産
現
場
、
検
査
所
な
ど
を
見
学
し
、
実
践
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
理
工
学
部

食
環
境
学
科
の
「
食
環
境
見
学
」（
前
田
敏
輝
教
授
）。
今
年
度
は
１
月
12
日
に
１
年

次
生
ら
16
人
が
石
巻
市
内
の
２
社
、
２
月
５
日
に
２
年
次
生
14
人
が
登
米
市
内
の
企

業
な
ど
を
訪
問
し
た
。
学
生
た
ち
は
各
社
で
業
務
内
容
な
ど
を
聞
く
と
と
も
に
、
最

先
端
の
施
設
や
設
備
に
触
れ
た
。

【
１
年
次
生
】

　
石
巻
魚
市
場
と
、
冷
蔵
保

管
や
水
産
加
工
な
ど
を
展
開

す
る
㈱
ス
イ
シ
ン
を
訪
れ

た
。
魚
市
場
の
衛
生
管
理
体

制
、
水
産
加
工
場
の
仕
組
み

な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
た
。

　
梶
原
峻
介
さ
ん
（
宮
城
県

仙
台
高
）
は
「
実
際
の
生
産

現
場
を
見
る
こ
と
で
、
企
業

の
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
企
業
の
方
か
ら
話
を
聞

生
産
現
場
、検
査
所
な
ど
で
食
環
境
見
学

き
、
こ
れ
か
ら
の
水
産
業
は

海
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
た
。
今
後
は

英
語
や
中
国
語
な
ど
外
国
語

の
習
得
に
も
力
を
入
れ
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
斎
藤
天
海
さ
ん
（
宮
城
県

水
産
高
）
は
「
石
巻
魚
市
場

で
は
須
能
邦
雄
社
長
か
ら
話

を
聞
き
、
社
会
で
活
躍
す
る

た
め
に
多
く
の
知
識
を
蓄
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
」
と
話
し
た
。

の
検
査
な
ど
を
行
う
宮
城
県

食
肉
衛
生
検
査
所
へ
。
葛
西

佑
壱
さ
ん
（
青
森
県
弘
前
南

高
）
は
「
知
識
と
し
て
知
っ

て
い
た
こ
と
も
、
実
際
に
目

に
し
た
こ
と
で
、
よ
り
深
い

理
解
に
つ
な
が
っ
た
。
二
つ

の
現
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
方
法
で
微
生
物
を
活
用

し
て
い
る
こ
と
が
面
白
か
っ

た
。
今
後
、
微
生
物
に
つ
い

て
調
べ
て
み
た
い
」
と
話
し

た
。
加
藤
悠
河
さ
ん
（
秋
田

県
角
館
高
）
は
「
現
場
で
働

く
方
か
ら
話
を
聞
き
、
私
た

ち
の
食
事
の
安
全
を
守
る
た

め
の
努
力
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
カ
ノ
醸

造
で
は
宮
城
県
内
の
大
学
と

共
同
開
発
し
た
商
品
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
自
分
も
商
品

開
発
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
石
巻

市
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
と
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の

利
活
用
を
目
的
と
し
た
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
１
月

25
日
、
石
巻
市
役
所
で
締
結

式
が
行
わ
れ
、
尾
池
守
学

長
、
亀
山
紘
市
長
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
部
の
池

田
昌
人
部
長
が
協
定
書
を
交

わ
し
た
。

　
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
、健
康
増
進
、

子
育
て
支
援
、
地
域
産
業
の

振
興
、
働
き
方
改
革
の
６
分

野
に
つ
い
て
、
市
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
本
学
の
人
材

や
研
究
力
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
る
。

　
締
結
式
で
は
２
０
１
７
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
加
え
、
新
た
に

中
学
校
の
部
活
動
支
援
と
、

小
中
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
に
取
り
組
む
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。

　
部
活
動
支
援
は
経
営
学
部

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
が
提
供
す
る

「
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
」（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
通
し

て
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
通
信

サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
し
、
大

学
生
が
中
学
生
に
専
門
的
な

技
術
の
指
導
を
行
う
。
部
活

動
の
担
当
教
諭
の
負
担
を
軽

減
す
る
狙
い
も
あ
る
。
締
結

式
で
は
菅
野
大
樹
さ
ん
（
経

営
３
・
宮
城
県
柴
田
高
）
と

盛
藤
城
さ
ん
（
経
営
２
・
福

島
県
福
島
西
高
）
が
野
球
部

指
導
に
つ
い
て
概
要
を
説

明
。
菅
野
さ
ん
は
「
硬
式
野

球
部
で
学
生
コ
ー
チ
を
務
め

て
い
る
経
験
を
生
か
し
、
気

持
ち
を
込
め
て
コ
ー
チ
ン
グ

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
と
協

力
し
、「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社

会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
取

り
組
む
経
営
・
舛
井
道
晴
ゼ

ミ
の
佐
藤
夏
樹
さ
ん
（
２
年

次
・
宮
城
県
迫
桜
高
）
は

「
こ
れ
ま
で
同
様
、
石
巻
の

魅
力
を
伝
え
る
ア
イ
デ
ア
を

高
校
生
た
ち
と
出
し
合
い
、

多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
す
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
今
後
、
石
巻

市
の
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ

ー
に
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
常
設

し
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発

信
し
て
い
く
予
定
。

ＩＣＴ利活用目的に
包括連携協定結ぶ
石巻市・ソフトバンクと

人
間
文
化
学
科 

卒
業
論
文
・
研
究
発
表
会

石巻魚市場で水産業の未来について

聞く１年次生

宮城県食肉衛生検査所で食の安全に対する

取り組みを学ぶ２年次生

日
時:

３
月
20
日
㈬
10
時
30
分
開
式

会
場:

本
学
体
育
館

※
式
終
了
後
、「
卒
業
を
祝
う
会
」（
同
窓
会
・
育
友
会
共
催
、

14
時
〜
、石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）を
開
催
。

２
０
１
８
年
度
学
位
記
授
与
式

（
卒
業
式
）
の
ご
案
内

横江信一特任教授の講義

グループワークに取り組んだ

部活動支援の概要を説明する菅野さん（左）と盛藤さん

【
２
年
次
生
】

　
仙
台
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
を

製
造
す
る
ヤ
マ
カ
ノ
醸
造

㈱
、
食
品
や
食
品
製
造
施
設

発
表
す
る
高
橋
七
海
さ
ん（
山
形
県
九
里
学
園
高
）


